
１　はじめに

傷病の本質的な要因として遺伝要因と環境要因の存在

が指摘されている（David B. Agus, 2012）。遺伝要因は

私たちが両親から受け継いだ傷病に対する先天的なリス

ク要因であり、環境要因は生後から現在に至るまでの周

辺環境から受ける後天的なリスク要因である。

図１は傷病と遺伝・環境要因との関係を示すもので、

傷病の種類やけがが遺伝要因と環境要因の一方または双

方の影響を受けて生起することを表している。遺伝病は

遺伝要因によってのみ発病し、けがや高山病、食中毒、

大気汚染による傷病などは環境要因によってのみ生起す

る。また生活習慣病やがん、感染症は両要因の相互作用

によって発病する。

図２は傷病の種類により遺伝および環境要因の影響の

度合いが異なることを示したものである。同じがんでも、

乳がんは遺伝要因（73％）の影響が大きいのに対し、肺、

胃、および大腸がんなどは環境要因の影響の方が大きい

ことが分かる。

一般に遺伝要因自体を変えることは困難であるが、環

境要因については居住地を変えたり、生活習慣を見直し

たりすることによりある程度コントロールすることが可

能である。

これまで水俣病やイタイイタイ病などに代表される傷

病（公害病）と産業廃棄物を含む環境要因との関係は疫

学調査でとらえられてきたが、家庭ごみに代表される一

般廃棄物と傷病との関連についてはほとんど言及されて

こなかった。そこで本研究ではデータとして入手不可能

な遺伝要因については除外し、主要な傷病別疾患者数と

日常生活に密接に関連する一般廃棄物排出量やリサイク

ル量を含む環境要因との関係について取り上げる。

２　傷病に影響する環境要因

一般に傷病に影響する環境要因として物理、化学、生

物及び文化的要因が挙げられるが、ここでは都道府県レ

ベルの容易に入手可能な日常の生活環境を表すデータ

を取り上げた。傷病の指標には厚生労働省「患者調査

（2014）」による都道府県別傷病別疾患者数を用い、環境

要因との関係をステップワイズ変数選択による回帰分析

で調べた。

２. １　データ

傷病に影響する環境要因として、表２に示す⑴食習

慣：食塩摂取量と野菜摂取量、喫煙率、⑵日常生活環

境：一般廃棄物量とリサイクル・廃棄物埋め立て量、水

洗化人口比率・エアコン台数、⑶健康維持環境：社会施
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図１　傷病と遺伝・環境要因との関係
パーソナル医療学会
http://personalgenome.hateblo.jp/ry/2014/09/20/090627

図1 傷病と遺伝・環境要因との関係
（パーソナル医療学会 http://personalgenome.hateblo.jp/entry/2014/09/20/090627）

図２　傷病別の環境要因と遺伝要因
（「ジエンド・オブ・イルネス」110-111）図2　疾患別の環境要因と遺伝要因

（「ジエンド・オブ・イルネス」110-111）
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設数、⑷居住地域の気象環境：年間日照時間・平均気

温・相対湿度、⑸居住地の社会的安全環境：公害苦情・

交通事故・犯罪件数、⑹経済環境：世帯主収入、の16要

因を取り上げた。

これら傷病別疾患者数と環境要因との単純相関行列は

表３に示す通りである。傷病の総数と環境要因との相関

で高いのは水洗化人口比率の－0.605であり、次いで塩

分摂取量－0.37、年間日照時間－0.339である。これらの

環境要因はその数値が高くなるほど傷病疾患者数が減少

する関係がある。さらに野菜摂取量－0.154、喫煙率

－0.194もマイナスの相関をもつが、水洗化人口比率と

年間日照時間以外の要因が総数に与える影響は健康に対

する常識的な考えとは逆の結果になっている。

各傷病に環境要因の与える影響は一様ではないが、水

洗化人口比率と年間日照時間はマイナスの相関を有する

場合が多い。また塩分摂取量が１傷病（症状..未分類）

を除くすべての傷病に対してマイナスの相関を有してお

り、一般常識とは異なる結果になっている。

１ ２ ３ ４ ５

総数 Ⅰ　感染症及び寄生
虫症 Ⅱ　悪性新生物

Ⅲ　血液及び造血器
の疾患並びに免疫機
構の障害

Ⅳ　内分泌、栄養及
び代謝疾患

６ ７ ８ ９ 10
Ⅴ　精神及び行動の
障害 Ⅵ　神経系の疾患 Ⅶ　眼及び付属器の

疾患
Ⅷ　耳及び乳様突起
の疾患 Ⅸ　循環器系の疾患

11 12 13 14 15

Ⅹ　呼吸器系の疾患 Ⅺ　消化器系の疾患 Ⅻ　皮膚及び皮下組
織の疾患

　筋骨格系及び結
合組織の疾患

　腎尿路生殖器系
の疾患

16 17 18 19 20

　妊娠、分娩及び
産じょく

　先天奇形、変形
及び染色体異常

　症状、徴候及び
異常臨床所見・異常検
査所見で他に未分類

　損傷、中毒及び
その他の外因の影響

　健康状態に影響
を及ぼす要因及び保
健サービスの利用

環境要因 総数 Ⅰ 感染症 　Ⅱ 悪性
新生物 Ⅲ 血液 Ⅳ 内分泌 Ⅴ 精神 Ⅵ 神経系 Ⅶ 眼 Ⅷ 耳 Ⅸ 循環器系 Ⅹ 呼吸器系 Ⅺ 消化器 Ⅻ 皮膚  筋骨格  腎尿路 　妊娠  先天  症状  損傷  健康

塩分 －0.370 －0.224 －0.184 －0.074 －0.368 －0.338 －0.315 －0.099 －0.420 －0.181 －0.256 －0.307 －0.068 －0.145 －0.166 －0.200 －0.038 0.072 －0.453 －0.191

野菜 －0.154 －0.148 －0.028 0.065 －0.154 －0.043 0.060 －0.140 －0.221 －0.032 －0.169 －0.071 －0.121 －0.147 －0.029 －0.003 0.097 0.145 －0.316 －0.040

喫煙率 －0.194 －0.185 0.074 －0.015 －0.217 －0.088 －0.061 －0.043 －0.314 －0.071 －0.311 －0.198 0.092 －0.142 0.064 0.075 0.255 0.008 －0.252 －0.319

一般廃棄物 0.039 －0.289 0.360 0.270 0.180 －0.039 0.046 －0.100 0.136 0.192 0.026 0.084 －0.155 0.055 0.005 －0.143 －0.127 0.101 －0.036 －0.272

リサイクル 0.061 －0.006 0.158 －0.063 0.007 －0.041 0.100 －0.010 0.136 －0.045 0.228 0.108 －0.009 0.019 －0.010 －0.328 0.048 0.235 0.042 0.203

廃棄物埋立 0.028 －0.093 0.310 0.071 0.206 －0.021 0.016 －0.157 －0.151 0.162 －0.116 0.183 0.031 －0.005 0.108 －0.019 －0.167 －0.039 －0.075 －0.223

水洗化人口 －0.605 －0.320 －0.521 －0.464 －0.321 －0.512 －0.472 －0.332 －0.202 －0.652 －0.185 －0.283 －0.247 －0.377 －0.317 －0.246 －0.192 －0.450 －0.313 0.037

エアコン 0.152 0.250 －0.136 0.190 0.266 －0.114 －0.071 0.076 0.342 －0.016 0.289 0.207 0.142 0.087 －0.109 －0.016 －0.128 －0.121 0.350 0.345

社会体育 0.194 0.024 0.430 0.228 0.041 0.309 0.370 －0.160 －0.044 0.362 0.027 －0.007 －0.082 0.133 0.082 0.188 0.101 0.043 0.021 －0.341

年間日照 －0.339 －0.180 －0.547 －0.090 －0.080 －0.433 －0.459 0.014 －0.289 －0.339 －0.280 －0.200 －0.179 －0.169 －0.238 －0.246 0.089 －0.059 0.046 0.277

平均気温 0.175 0.127 －0.272 －0.050 0.112 0.230 0.112 0.111 0.234 －0.016 0.177 0.066 －0.088 0.131 －0.024 0.073 0.060 －0.122 0.396 0.323

平均湿度 0.295 0.215 0.411 0.112 －0.032 0.371 0.378 0.071 0.177 0.358 0.247 －0.007 0.124 0.072 0.263 0.245 －0.089 0.004 －0.021 －0.069

公害苦情 －0.219 －0.051 －0.445 －0.071 －0.139 －0.166 －0.316 0.046 －0.140 －0.246 0.037 －0.235 －0.070 －0.094 －0.399 －0.232 －0.082 －0.135 0.020 0.092

交通事故 0.220 0.264 －0.050 －0.080 0.111 0.153 0.060 0.098 0.159 0.116 0.120 0.032 0.088 0.229 －0.050 0.039 0.089 －0.052 0.468 0.095

犯罪件数 －0.288 －0.118 －0.346 －0.183 －0.015 －0.455 －0.374 0.075 0.061 －0.408 －0.192 －0.011 －0.085 －0.076 －0.274 －0.178 0.048 －0.151 －0.053 0.271

世帯主収入 －0.273 0.016 －0.216 0.005 －0.068 －0.330 －0.266 －0.049 －0.096 －0.211 －0.250 －0.042 －0.005 －0.366 －0.088 0.026 0.126 －0.113 －0.152 0.175

表１　傷病の種類（厚生労働省「患者調査」）

表３　傷病別疾患者数と環境要因との相関

環境要因の及ぼす傷病疾患者数への影響（吉岡）
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都道府県

従属変数
独立変数（環境要因）

1：sa 2：veg 3：sm 4：wa 5：re 6：fi 7：fl 8：ai 9：gy 10：su 11：te 12：hu 13：po 14：tr 15：cr 16：in

悪性新生物 塩分摂取量
（g/人日）

野菜摂取量
（g/人日）

喫煙率
（％）

一般廃棄物
（g/人日）

リサイクル
量（g/人日）

廃棄物埋立
量（g/人日）

水洗化人口
比率（％）

エアコン
（台/千世帯）

社会体育
施設数

（/100万人）

年間日照時間
（10時間）

平均気温
（℃）

平均相対
湿度（％）

公害苦情
件数

（/10万人）

交通事故死
傷者（/10万）

犯罪件数
（/年・千人）

世帯主収入
（千円/月）

北海道 290.9 10.2 265.8 27.6 990.2 237.7 201.0 91.4 344 739.0 191.3 9.3 67 16.0 273 7.43 420.2
青森 287.7 10.7 294.1 25.9 1045.7 143.3 163.1 84.9 1044 586.2 173.5 10.7 75 17.7 391 4.24 335.9
岩手 245.6 11.9 315.2 23.4 945.3 174.9 104.9 66.0 1183 671.2 185.2 10.6 74 24.8 272 3.93 407.6
宮城 231.9 10.8 293.0 24.1 1007.8 169.3 135.0 83.2 1686 389.8 209.3 12.8 70 22.3 506 8.00 383.4
秋田 302.4 11.1 310.7 23.5 999.6 168.9 98.0 71.9 1706 869.8 164.7 12.0 72 38.9 275 3.41 325.3
山形 254.3 11.3 312.4 20.9 924.7 149.8 107.3 88.5 2471 565.9 173.7 11.8 73 51.8 695 4.70 399.7
福島 256.3 10.9 292.0 25.1 1081.0 149.2 115.7 86.9 1717 741.7 188.9 13.3 69 19.0 493 7.34 442.1
茨城 208.5 10.5 280.1 23.3 1005.9 221.3 88.5 91.2 2918 408.4 225 14.2 72 59.0 568 10.26 461.6
栃木 199.4 10.8 301.9 22.7 928.6 162.5 79.9 91.7 2975 529.0 218 14.2 66 43.2 411 8.15 503.3
群馬 208.5 10.9 313.2 23.3 1051.0 164.0 120.9 92.8 2853 600.2 234.4 14.9 60 49.0 1048 8.83 376.4
埼玉 195.8 11.3 310.7 23.1 897.4 223.5 48.5 97.9 3073 232.7 236.6 15.3 63 46.8 523 10.52 489.0
千葉 201.5 11.1 299.3 21.8 935.9 219.9 70.2 96.2 2810 253.5 226.4 16.3 63 53.5 399 10.88 431.6
東京 203.2 10.5 321.4 20.9 930.7 215.9 72.6 99.7 2820 160.5 210.4 16.6 62 44.9 324 12.05 493.8
神奈川 199.6 10.5 296.4 19.8 893.1 225.9 78.6 99.4 2746 167.7 222.1 16.2 66 32.3 398 7.38 438.1
新潟 243.7 10.7 319.5 21.7 1032.9 239.6 101.2 91.8 3103 626.2 176.4 13.7 72 34.4 335 7.02 366.7
富山 257.8 10.4 275.2 19.7 1041.9 231.3 95.9 94.5 3353 604.8 176.9 14.3 72 17.2 478 5.73 430.0
石川 267.2 11.0 283.3 21.3 986.1 141.0 135.1 95.3 3150 660.4 186.1 14.8 70 25.2 424 6.46 463.0
福井 223.8 10.7 301.6 20.5 954.2 162.2 96.4 94.2 3797 671.2 178.8 14.6 74 58.9 358 6.06 370.8
山梨 222.0 11.2 320.2 23.3 994.7 165.1 99.5 92.2 2083 748.0 233.5 14.7 62 58.7 711 7.63 431.0
長野 232.6 11.8 371.8 20.0 837.9 207.0 73.7 89.2 1320 952.4 202.8 11.9 72 53.0 549 6.14 425.6
岐阜 224.8 10.2 277.3 20.5 911.4 179.5 75.6 93.9 2952 547.1 220.9 16.1 64 50.5 546 9.87 378.7
静岡 216.4 10.6 280.6 21.7 902.4 189.5 56.9 96.7 2790 355.8 221.5 16.6 67 47.8 1182 6.76 444.4
愛知 196.3 10.0 241.5 21.2 933.5 211.9 77.5 97.3 3093 240.2 225.5 16.1 64 66.7 770 11.36 421.6
三重 240.8 10.3 271.8 19.4 974.6 293.3 74.1 89.5 3457 326.5 214.2 16.1 67 59.8 593 9.60 341.9
滋賀 218.2 10.3 263.0 19.8 851.2 162.6 93.6 94.6 3523 452.6 197.1 14.9 72 47.6 608 8.75 462.9
京都 254.9 10.0 285.5 18.5 900.9 129.7 128.8 93.8 3251 241.6 182.5 16.1 65 41.9 477 10.91 446.1
大阪 260.4 9.4 255.5 22.3 983.5 129.8 125.9 97.3 3097 130.0 216.1 16.7 64 47.0 585 16.71 406.3
兵庫 255.5 10.1 279.4 19.2 965.9 161.3 123.6 97.2 3012 209.1 209.6 16.7 63 29.2 669 11.52 349.8
奈良 250.7 10.0 253.8 17.0 947.1 124.1 121.2 93.6 3437 320.2 185.4 14.9 74 33.5 546 7.98 491.0
和歌山 248.8 9.6 267.8 19.8 991.7 134.9 133.9 76.7 3616 475.4 214.5 16.7 66 36.8 541 8.66 481.1
鳥取 291.3 9.8 287.5 19.7 1002.5 261.6 85.2 89.4 2967 911.1 170.7 14.9 73 52.1 249 6.99 316.4
島根 283.0 10.3 340.0 19.7 960.5 240.1 83.6 76.2 3009 834.3 172.1 14.9 77 33.6 266 6.75 391.4
岡山 247.4 10.0 280.9 19.7 1000.3 271.1 61.0 85.6 3408 441.0 197.3 16.1 65 38.4 771 8.87 381.1
広島 296.1 9.9 281.7 20.5 898.9 198.7 112.4 87.1 2936 400.0 198 16.2 68 36.0 555 7.36 446.0
山口 328.1 10.2 294.2 19.8 1025.2 302.4 85.1 87.6 2822 490.3 177.6 15.3 74 37.5 555 6.07 405.3
徳島 270.1 9.7 263.1 18.0 967.9 162.6 118.1 89.0 3849 511.5 209.8 16.4 68 35.3 717 5.97 433.6
香川 258.3 9.6 295.8 19.4 892.9 179.5 97.3 85.8 3802 474.8 197.6 16.4 67 28.7 1131 8.75 415.9
愛媛 217.0 10.0 265.9 18.2 910.1 167.5 96.5 87.1 3013 409.0 190.1 16.4 68 49.3 494 8.82 342.6
高知 307.7 9.4 294.5 21.9 957.7 214.5 44.1 76.2 2615 534.3 209.5 17.0 68 23.9 412 7.64 379.7
福岡 246.2 9.8 261.8 23.6 994.2 211.8 103.4 86.8 2786 277.0 181 17.1 69 38.6 1074 12.36 397.7
佐賀 294.8 9.6 263.9 23.1 886.4 164.9 55.0 71.5 3141 591.5 186 16.7 72 43.8 1421 7.41 414.3
長崎 261.5 10.0 274.4 22.3 954.8 152.8 91.7 71.5 2662 575.2 176.1 17.0 71 36.7 605 4.25 356.1
熊本 230.9 10.0 279.6 20.9 845.6 166.6 86.3 86.2 2988 482.6 188.4 16.8 71 29.5 542 5.98 376.1
大分 277.0 10.0 281.8 21.7 956.8 194.2 82.3 86.2 2716 510.5 184.1 16.3 71 45.7 574 4.52 445.0
宮崎 264.0 10.4 267.7 21.3 973.4 184.9 121.7 86.8 2238 610.1 207.2 17.4 76 51.7 1040 6.44 322.0
鹿児島 231.1 10.3 286.7 19.7 939.2 152.2 112.7 83.1 2472 606.8 187.2 18.5 72 33.7 598 4.86 432.8
沖縄 179.4 8.6 258.9 20.6 844.0 129.1 50.6 94.0 1963 282.7 176 23.1 73 45.0 532 6.82 289.6
平均 246.5 10.4 287.9 21.3 954.4 188.2 97.5 88.5 2740 498.3 198.1 15.3 69.0 40.1 584.8 7.8 407.8
標準偏差 34.4 0.6 24.4 2.1 57.6 43.7 30.2 8.0 752 204.0 19.9 2.3 4.2 12.5 258.8 2.6 51.2
最小 179.4 8.6 241.5 17.0 837.9 124.1 44.1 66.0 344 130.0 164.7 9.3 60.0 16.0 249.1 3.4 289.6
最大 328.1 11.9 371.8 27.6 1081.0 302.4 201.0 99.7 3849 952.4 236.6 23.1 77.0 66.7 1421.4 16.7 503.3

（注意）患者調査　厚生労働省（2014）,政府登記絵の総合窓口（総務省）、一般廃棄物処理実態調査結果（環境省）、警察白書（警察庁）

表２　悪性新生物疾患者数と環境要因（2014）
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表４　ステップワイズ変数選択回帰分析による各疾患者数と要因の分析結果（2016）
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２．２　ステップワイズ変数選択回帰分析

表３の単純相関行列は変数間の表層的な関連をとらえ

たものであり、多変数間の相関構造をとらえたものでは

ない。そこで、表４に示す20種類（総数+19傷病）の傷

病を持つ疾患者数を従属変数とし、16環境要因を独立変

数にとりそれぞれステップワイズ変数選択（変数増減

法）による回帰分析を行い線形重回帰式の特定を行った。

（モデル）

　　ｙ＝Ｘβ　+　ε　　　　　⑴

ここで、ｙは従属変数で（ｎ×１）の列ベクﾄル、Ｘ

は（ｎ×ｐ）の独立変数行列、εは平均０、分散σ２の

正規分布に従う誤差項でＮ（ｎ×１）の列ベクトルであ

る。ただしn：標本数、ｐ：独立変数の個数。

ステップワイズ変数選択の基準は、独立変数を回帰式

に取り込む際の変数の偏回帰係数が意味を持つｔ値の有

意水準ｐ＝0.05及びｐ＝0.1として計算した。その結果を

表４に示す。

表４から全体として自由度修正済決定係数Ｒ２が小さ

く、0.4以上を示した回帰式は20傷病のうち５傷病に過

ぎない。また回帰式の独立変数として選ばれた環境要因

のうち一番多かったのは水洗化人口比率（19回）で、次

いで塩分摂取量（９回）、エアコン台数（７回）である。

野菜摂取量は全く選ばれなかった。

ｐ＝0.05の基準で自由度修正済決定係数Ｒ２が0.4以上

の４回帰式について検討すると、次のようになる。

⑴総数　Ｒ２＝0.510、Ｆ＝17.0

変数選択で独立変数に選ばれた環境要因は、塩分摂取

量、喫煙率、水洗化人口比率でその偏回帰係数はすべて

マイナスである。各環境要因の増大は傷病疾患者数を減

少させるように働くが、塩分摂取量と喫煙率の与える影

響は一般常識とは異なる結果である。

⑵Ⅱ悪性新生物　Ｒ２＝0.442、Ｆ＝13.2

変数選択で選ばれた環境要因は一般廃棄物、水洗化人

口比率、年間日照時間である。一般廃棄物の偏回帰係数

の符号はプラスでその増加は疾患者数を増大させるよう

に影響する。水洗化人口比率と年間日照時間の偏回帰係

数の符号はマイナスでその増大は疾患者数を減少させる

ように影響する。得られた回帰式の偏回帰係数の符号は

常識的な結果に合致する。

⑶Ⅴ精神及び行動の障害　Ｒ２＝0.427、Ｆ＝12.4

独立変数に選ばれた環境要因は、水洗化人口比率、平

均気温、犯罪件数である。平均気温の偏回帰係数の符号

はプラスで平均気温の上昇は傷病疾患者数を増加させる。

水洗化人口比率と犯罪件数の偏回帰係数の符号はマイナ

スでその増大は疾患者数を減少させるように影響する。

回帰分析の結果からみた犯罪件数の増大の影響は一般常

識とは異なる。

⑷Ⅸ循環器系の疾患　Ｒ２＝0.413、Ｆ＝33.3

選ばれた環境要因は塩分摂取量のみであり、その偏回

帰係数の符号はマイナスである。塩分摂取量の増大は循

環器系疾患者数を減少させるように影響し、一般常識と

は異なる結果である。またｐ＝0.1で変数選択を行うと、

別の３個の環境要因が選ばれるが、喫煙率の偏回帰係数

の符号がマイナスに算出されるなど、上と同様に一般常

識とは異なる結果である。

２．３　悪性新生物と環境要因の寄与度

上のステップワイス変数選択による回帰式の特定結果

をみると、偏回帰係数の符号条件を満たすのは⑵Ⅱ悪性

新生物疾患者数に対する回帰式のみである。他の４回帰

式は常識とは異なる結果である。

悪性新生物疾患者数は一般廃棄物量、年間日照時間お

よび水洗化人口比率の環境要因の影響を受けていること

が明らかとなった。そこでそれぞれの変数を平均０、分

散１となるように標準化してから、３環境要因を独立変

数にとり悪性新生物疾患者数を従属変数とした回帰分析

を行い都道府県別の要因分析を行った。

変数の標準化により重回帰モデルは定数項がなくなり、

次式のように示される。

（モデル）

ca‘=γ１wa’+ γ２fl’+ γ３su’+ θ　　　　　⑵

ただし、ca’＝（ca－ca）/Sca、ｗa’=（wa－wa）/Swa

f l’＝（fl－fl）/Sfl、su’=（su－su）/Ssu。またca、wa、fl、

suは各変数の平均、Ｓ．は各変数の標準偏差、θは平均

０、分散１の正規分布に従う誤差項である。

計測結果は以下の通りである。

回帰統計
重相関Ｒ 0.6917
重決定Ｒ２ 0.4785
自由度修正済決定係数Ｒ２ 0.4421
標準誤差 0.7469

係数 標準誤差 ｔ Ｐ－値
一般廃棄物（ｇ/人日） 0.284 0.111 2.56 0.014
水洗化人口比率（％） －0.326 0.122 －2.67 0.011
年間日照時間（10時間）－0.377 0.122 －3.08 0.004
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図３はこの重回帰式に標準化された各要因を代入する

ことで、都道府県別の標準化された疾患者数の推定値
ca’と誤差ｅ＝ca ’－ca’を求め図示したものである。

３　考察

３．１　疾患者数と環境要因

⑴ステップワイズ変数選択回帰分析の結果

ステップワイズ変数選択による回帰分析では20種類の

傷病疾患者数をそれぞれ従属変数にとり、16環境要因の

中から統計的に有意な変数を独立変数として選択した。

しかし総数と悪性新生物疾患者数を除く回帰式の偏回帰

係数の符号が一般常識とは異なることが多く、さらなる

調査研究が必要である。

⑵悪性新生物と環境要因

得られた重回帰式を解釈すると、自由度修正済決定係

数が0.4424と比較的小さいため、ここで取り上げた環境

要因以外に重要な要因が取り込まれていない可能性があ

る。

得られた重回帰式から悪性新生物疾患者数に対して一

般廃棄物量はプラスの効果、水洗化人口比率と年間日照

時間との２変数がマイナスの効果を有している。一般廃

棄物量が多いほど疾患者数が増加し、水洗化人口比率と

年間日照時間が大きいほど疾患者数が減少する。

具体的には10万人当たり悪性新生物疾患者数は、他の

条件を一定とすると１人１日当たり一般廃棄物量が100g

増えると17.0人増加し、水洗化人口比率が１％上昇する

と1.41人増加する。また年間日照時間が100時間増える

と、6.5人減少する。これらの独立変数の対応する偏回

帰係数は統計的に有意である。

３．２　都道府県別環境要因

表２から全国における人口10万人当たり悪性新生物

の疾患者数の平均は246.5人であるが、都道府県で最も

多いのが山口328.1、次いで高知307.7、秋田302.4、広島

296.1、北海道290.9の順である。これらの府県は人口10

万人当たり290人を超えている。少ない方は沖縄179.4、

埼玉195.8、愛知196.3、栃木199.4、神奈川199.6であり、

これらの県は200人以下であり、関東地方が多いのが特

徴である。

図３から全体としてこれら３環境要因（一般廃棄物量、

水洗化人口比率及び年間日照時間）で説明ができない誤

差要因の効果が大きいことが分かる。この理由は得られ

た回帰式の自由度修正済決定係数が小さいことが原因で

ある。とくに広島、山口、沖縄、高知、北海道、大阪な

どの誤差要因は他の環境要因の合計よりも大きな寄与度

を有している。

疾患者数が少ない関東地方（茨城、栃木、群馬、埼玉、

千葉、東京、神奈川）と中部地方（山梨、長野、岐阜、

静岡、愛知）、三重、滋賀についてみると、関東地方は

年間日照時間が長いことと水洗化人口比率の高さが共通

して疾患者数の低下に寄与している。また群馬と茨城を

除くと一般廃棄物量の少なさも疾患者数の低下に寄与し

ている。中部地方と三重は日照時間の長さと水洗化人口

比率の高さが疾患者数の低下に寄与している。山梨を除

く中部地方と滋賀は一般廃棄物量の少なさも疾患者数の

少なさに寄与している。

北海道、東北地方及び日本海側の新潟、富山、石川、

福井、鳥取、島根は年間日照時間の短さが共通して疾患

図３　都道府県別悪性新生成物疾患者数と環境要因
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者数を押し上げている。

４　結論

この研究で明らかになったのは、以下の通りである。

⑴傷病者総数を従属変数にとったステップワイズ変数選

択（変数増減法）による回帰分析の結果は、塩分摂取量、

喫煙率および水洗化人口比率が独立変数に選ばれたが、

その偏回帰係数の符号は常識的に納得できるものではな

かった。

⑵１人当たり一般廃棄物量と水洗化人口比率、年間日照

時間の長さが悪性新生物疾患者数に影響している。一般

廃棄物量が多くなると疾患者数が増加し、水洗化人口比

率の増大と年間日照時間が長くなると疾患者数が少なく

なる。⑶ステップワイズ変数選択による回帰分析では、

どの傷病に対しても野菜摂取量は独立変数に選択されな

かった。⑷都道府県別疾患者数の環境要因分析では大き

な誤差要因が存在する。この原因は重回帰式の決定係数

が小さいことにあるので、疾患者数に影響を与える他の

重要な要因が独立変数に取り込まれていないことが考え

られる。

本研究の分析上の問題点は次のように要約される。⑴

データが都道府県レベルの比較的広範囲なものであり、

傷病に対する環境要因を詳細に分析するためには市町村

レベルの小地域データで分析する必要ある。⑵分析で使

用した傷病と環境要因のデータは一部を除き2014年の同

時期のものを使用したが、現在の疾患者数には過去の

環境要因がタイムラグを伴って影響していると考えられ

るため、独立変数にタイムラグを考慮した統計モデルを

採用する必要がある。例えば、 時点の従属変数 に、

年前の独立変数が影響を及ぼしている場合のモデルは

次式で示される。

⑶分析に使用した傷病データは男女の合計値であったが、

性別による違いを明確にするため男女別に分析する必要

がある。
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